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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 30年８月 10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

平成 31年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 30 年４月１日～平成 31年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

4,427 976 945 475 143.24 

今回修正予想（Ｂ） 4,545 1,084 1,059 552 166.10 

増減額（Ｂ-Ａ） 117 108 113 76  

増減率（%） 2.7% 11.1% 12.0% 16.0%  

（ご参考）前期実績 

（平成 30年 3月期） 
4,244 883 839 492 157.01 

（注）  当社は、平成 29年７月 31日付で普通株式１株につき 500株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し 1株当たり当期純利益を計算しております。 

 

２．修正の理由 

 最終処分場を運営する連結子会社の株式会社ミダックはまなにおきましては、年間の埋立計画に則って埋立

を進める方針としておりますが、上半期に計画を上回る進捗で埋立が進んだため、年間の埋立計画を上回る見

込みとなりました。これは、同業他社から排出される中間処理後の廃棄物の受注が好調であったことによるも

のです。また、最終処分場の更なる収益率の向上を施策とし、単価の高い廃棄物の受注に注力した結果、平均

単価は上昇傾向にあります。 

これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が前回公表予想を上回る見

込みとなったため、平成 30 年８月 10日に公表いたしました平成 31年３月期の連結業績予想を上記の通り修

正いたします。 

（注）  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


